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◆お問い合わせ◆ 
Gale Literary Sources に関するお問合せ、お見積もりのご用命は 

 お近くの丸善雄松堂営業部支店、または学術情報ソリューション事業部 
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■ Gale Literary Sources について 

Gale Literary Sources（旧 Artemis Literacy Sources）は、アメリカの出版社 Cengage Learning - Gale

社の提供する文芸データベースを一つにまとめたオンライン総合文学データベースです。Gale 

Literary Sources では、下記データベースを横断検索することができます： 

 

Literature Resource Center - LRC 
すべての年代におけるあらゆる分野の130,000 人以上もの各国の著者に関する最

新の人物情報、概要、全文による文芸評論や書評を検索できます。 
 

 

Dictionary of Literary Biography Complete Online 
全世界・全時代の著者 1 万 2000 名以上の生涯や作品を理解するために書かれた

学術エッセイを署名入りで収録しています。表彰歴のある Dictionary of Literary 
Biography Complete Online は、学生と興味のある読者に対して文学とその作家を

さらに理解して身近に感じられるようにするための専用シリーズへの包括的なア

クセスを提供すると同時に、図書館員、教員、研究者の要求水準も満たします。

このシリーズは著者とその作品に対する信頼できる情報を理解しやすい魅力的な

形式で提供し、作家を文学史のより広い観点から考察することができます。

Dictionary of Literary Biography Complete Online には、シリーズ、ドキュメンタ

リー、年鑑の主要な巻が含まれています。 

 

Literature Criticism Online 
Gale™は、最も総合的で最大規模の論評コレクションにより、文学、歴史、文化を

次なるレベルへと引き上げます:Literature Criticism Online を提供しています。新

聞、パンフレット、百科事典、書籍、定期刊行物の学術評論や著名な論評など、

数世紀分もの分析が印刷物のような感覚で、24 時間 365 日簡単にオンラインで

利用できます。また、数十万もの希少なエッセイも容易に参照することができま

す。これは、今日の研究に不可欠な 24 時間リモートアクセスを提供し、調査の

レベルを高めることを目的としています。 

 

LitFinder 
15 万以上の詩歌全文、80 万以上の詩歌引用情報、短編、スピーチ集、戯曲が収録
されています。 

 

Scribner Writers on GVRL 
全世界・全時代の著者に関する生涯や作品のエッセイ原書を収録しています。 

 

Something About the Author Online 
児童・青年文学に関する古典・コンテンポラリー・最近の著者やイラストレータ
ーに関する人物録を収録しています。 

 

Twayne's Authors on GVRL 
各国の著名な著者の生涯や作品に関する重要な詳細情報をその時代背景に照らし
合わせて提供します。 

http://gdc.gale.com/gale-literature-collections/litfinder/
http://gdc.gale.com/gale-literature-collections/scribner-writers-online/
http://gdc.gale.com/gale-literature-collections/something-about-the-author-online/
http://gdc.gale.com/gale-literature-collections/twaynes-authors-online/
http://go.galegroup.com/ps/titleList.do?actionString=DO_FETCH_USER_EBOOKS&inPS=true&prodId=GLS&userGroupName=maruzen&tProdId=DLBC&titlesBySeries=true
http://solutions.cengage.com/Gale/Database-Title-Lists#litf
http://go.galegroup.com/ps/titleList.do?actionString=DO_FETCH_USER_EBOOKS&inPS=true&prodId=GLS&userGroupName=maruzen&tProdId=G-Scrib&titlesBySeries=false
http://go.galegroup.com/ps/titleList.do?actionString=DO_FETCH_USER_EBOOKS&inPS=true&prodId=GLS&userGroupName=maruzen&tProdId=G-Twayne&titlesBySeries=false
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■ 収録資料について 
 録資料は全て英文です。 

 収録資料の多くは、Cengage-Gale 社が書籍で刊行する Contemporary Authors(現代作家評論書)、

Contemporary Literary Criticism（現代文学評論叢書）、Dictionary of Literary Biography（文学者

伝記叢書）など 20 種類以上のレファレンスに収録されている記事を再録したものです。 

 収録雑誌については、各出版社と Cengage-Gale 社との契約関係により、予告なく収録が中止

または変更になる場合がございますので、予めご了承下さい。  

 収録資料の詳細な内容につきましては、データベースログイン後、画面上部の詳細内容   

（What's inside）をクリックし、タイトルリストを取得してください。（タイトルリストは CSV

形式でダウンロードすることができます。） 

 収録人物による最新の活動や受賞、死去などについて、定期的に最新の内容が追加されてい

ます。 

 

■ プラットフォームリニューアル(2016 年 10 月実施) 
Gale 文学系データベースを横断検索するプラットフォームとしてご愛用いただいていた Artemis 
Literary Sources が、新しい機能を実装し、名称も新たに Gale Literary Sources としてリニュー

アルされました。リニューアルに伴い、新しく追加される機能は以下の通りです。 
 スマートフォン、タブレット対応  

スマートフォン、タブレット等の携帯端末からアクセスする場合も、画面の表示が自動的に最適化され、

また画面に触れることで、簡単に操作できるようになります。  
 イメージビューワーを HTML5 に変更  

これまで一部のコンテンツのイメージビューワーとしてアドビ社のフラッシュを使っていましたが、これを

HTML5 に変更、ナビゲーションが簡素でスムーズになります。 
 Google, Microsoft アカウントへのログイン  

Google Drive, Microsoft のアカウントへのログイン機能を実装し、文書を保存するためのシームレスな

環境を実現します。  
 
 

 Book Review Index Plus  
Gale の書評の索引データベース Book Review Index Plus を無料でご提供します。  
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■ ログイン 

Gale Database にログインして、 Gale Literary Sources をクリックします。 

 

 

■ 基本検索（Basic Search） 

Gale Literary Sources にログインすると、最初に以下の検索画面が表示されます。 

利用方法 
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画面上部の言語選択メニューから、インターフェースの表示言語を選択できます。 
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1. 検索ボックスに検索語を入力し、 をクリックします。2 つの語を検索する場合、スペースを

入れて検索すれば、“A and B“と同じ検索結果が表示されます。（検索語の入力に関する注意と

コツについては詳しくはヘルプ画面の Search Tip をご覧ください。） 

 

検索補助機能 

検索ボックスに検索語を入力すると、検索補助機能によって候補となるキーワードが自動的に

表示されます。 

Frankenstein と入力。約 20 もの検索候補が表示されます。 

 
 

キーワードを選択すると、検索ボックスに入力されます。 
 

 
 

■ 詳細検索（Advanced Search） 

画面上部右の左下の詳細検索（Advanced）をクリックすると詳細検索画面が開きます。 

 
 

詳細検索画面では、詳細検索・人物検索・作品検索の 3 種類の検索ができます。 
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1. 詳細検索（Advanced Search） 

検索フィールドを指定し、検索フィールド間の論理演算子（AND / OR / NOT）を指定する

ことでより複雑な検索を実行します。 

 
 

 

 

①  検索フィールド：キーワードのプルダウンボタン

▼をクリックすると、フィールド候補が表示され

ます。 

②  論理演算子：プルダウンボタン▼でフィールド間

の論理演算子を指定します。 

③  検索フィールド追加：行の追加 ○＋をクリックし

て下さい。 

   

・高度なオプションで検索範囲を絞り込んで検索することが 

出来ます。 

 

 

  

① 

②  

③  
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・資料の種類：検索対象を全文が見られる文書のみと査読誌 

 のみに限定することができます。限定したい項目を選択し 

てクリックするとチェックが付きます。 

 

 

 

 

・製品／シリーズ：プルダウンメニュー▼から、 

 検索対象のデータベースを選択できます。デー 

タベースをクリックして☑を付けてください。 

 

 

 

・出版日：日付指定項目を選び期間を指定してくだ 

さい。 

 

・特定の出版物内で検索する際は、出版物タイトル 

を入力してください。 

 

 

・コンテンツタイプ：検索対象のコンテンツのタイ 

 プ（文芸評論や人物情報など）を選択します。 

 

 

 

 

 

・言語：検索対象を言語で絞り込みできます。 

 

 

 

必要事項を選択したら「検索」をクリックして下さい。「消去」をクリッ

クすると記入内容がクリアされます。 
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2. 人物検索（Person Search） 

人物を検索するメニューです。検索対象の人物名が分かっている場合は、検索ボックスに

入力して「検索」をクリックして下さい。 

 
 高度なオプションで検索範囲を絞り込んで検索することが出来ます。人物名が曖昧な場合

にも有効です。 

 

オプション項目： 

・性別／Gender 

・国籍／Nationality 

・民族／Ethnicity 

・職業／Occupation 

・文学運動(流派／運動／時代)／Literary Movement 

・ジャンル／Genre 

・主題、テーマ／Subject/Theme 

・出生地／Place of Birth 

・死亡地／Place of Death 

・出生日／Date of Birth 

・死亡日／Date of Death 

・活躍した世紀／Century 

 

3. 作品検索（Works Search） 

作品を検索するメニューです。検索対象の作品名が分かっている場合は、検索ボックスに

入力して「検索」をクリックして下さい。 

 
 

 高度なオプションで検索範囲を絞り込んで検索することが出来ます。オプション項目は、作

品のタイプ、著者、出版年、世紀、原著の言語、著者の性別、著者の国籍、著者の民族があ

ります。それぞれの項目で必要事項を選択したら、「検索」をクリックして下さい。 
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■ 検索結果一覧表示 

Gale Literary Sources の最大の特色は、検索結果画面に文学研究の最重要要素を一画面で網羅的

に確認できる点です。検索結果はコンテンツタイプごとに 3 件ずつ一覧表示されます。全文献

を表示する場合は、さらに結果を表示 をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 絞り込み：必要に応じて検索結果を資料の種類やタイトルで絞り込むことが出来ます。 
 コンテンツタイプ: 資料の種類によって検索結果を絞り込みます。 

 文芸評論／Literature Criticism

 ················ Gale の評論叢書や文芸誌・一般誌などからとられた、検索した人  

物・作品、キーワードなどに関する文芸評論 

 人物情報／Biographies

 ················ Gale の伝記叢書などからとられた、検索したキーワードに関連する   

人物の伝記的情報が記された資料 

 作品・主題の概観／Topic & Work Overviews

 ················ 検索したキーワードに関連する作品や主題についての解説 

 書評・ニュース／Reviews & News
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 ················ 検索したキーワードに関連する作品についての批評やニュース 

 一次資料と文学作品／Primary Sources & Literary Works

 ················ 作家インタビュー、手紙、日記、作品の原文（主に文芸誌上に発表 

されたもの）などの一次資料 

 マルチメディア／Multimedia

 ················ 音声ファイル（NPR ラジオ番組へのリンク等）、画像、関連ウェブ 

サイトへのリンクなど 
 絞り込み検索条件：検索結果に更に検索条件を掛け合わせて絞り込み検索できます。 

             ／Search within result

 ················ 検索条件を入力して検索 
 主題：Gale 独自の索引による主題を検索結果内で件数が多い順に表示します。主題をクリ

ックすると絞り込み検索が実行されます。□＋をクリックすると更に詳細な主題が表示され

ます。 
 主題となる人名：Gale 独自の索引による主題となる人名を検索結果内で件数が多い順に表

示します。検索テーマに沿った重要人物を探す場合にはこちらの項目をご覧ください。 
 作品名：検索結果に関連する作品名を件数が多い順に表示します。 
 著者：検索結果の各記事の著者を件数が多い順に表示します。 

 出版物タイトル：検索結果の各記事を収録した出版物タイトルを件数が多い順に表示しま

す。 
 文書タイプ：検索結果の各記事を収録した出版物の文書タイプ（雑誌記事・書籍・学位論

文等）ごとに件数が多い順に表示します。 
 分析：視覚化ツールを利用して検査結果を分析します。分析結果から更なる絞り込み検索

をすることが可能です。 

／Topic Finder 

 ················ 検索結果のテキスト内で最も頻繁に出現する語句や主題を視覚化 

 ／Term Frequency
 ················ 単語や語句を入力して、絞り込み検索結果内における用語の使用頻 

度を表すグラフを表示 
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2. 検索結果の並び替え：さらに結果を表示 をクリックすると、コンテンツタイプごとの全検索結

果一覧が表示されます。全検索結果を表示すると、並べ替え順のメニューが表示され、関連度、

出版日（昇順・降順）、文書タイトルで並べ替え順を選択することが出来ます。表示するページ

は、「Show More Results」をクリックすることで次の検索結果を表示できます。 

 
 

 

3. 表示項目 

 

① 文献タイトル 
② 著者 
③ 出版物タイトル 
④ 文献の単語数 
⑤ 要約 
⑥ 出展データベース／シリ 

ーズ 
 
 

 

■ 本文表示（Results） 

検索結果一覧からタイトルをクリックすると、本文を表示できます。本文は、HTML での閲覧

または PDF フォーマットのダウンロードができます。 
 
 
 
 

  

⑤  

②  
③  

④  

①  

  ⑥  



 
 

資料 No.11-2016-315 /Nov 2016                                                                       13 
 

＜本文画面＞ 

 
 

＜HTML 画面＞記事の書誌情報、各種ツールが表示されます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

PDFのダウンロード 

HTML画面 

各種ツール 

記事名 

ページ数の表示 

  

 

所収書名・書誌情報・収録箇所 

関連する主題の表示 
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  ◆各種ツールの説明 
各種ツールは HTML 画面右側に表示されます。ユーザー調査や利用統計の分析から最もポピ

ュラーなユーザーツールを割り出し、人気の高いツールから順に表示されています。 
 

＜各種ツールの説明＞ 

・引用書式ツール：記事の引用書式を生成できます。p.13 

・電子メール：記事を e-mail で送れます。p.14 

・ダウンロード：記事をダウンロードできます。p.14 

・印刷：記事を印刷できます。p.14 

・ハイライト表示とメモ：本文中にハイライトやメモを挿入でき 

ます。p.15 

・引用書式を生成する：記事を個人フォルダに保存できます。p.15 

・MP3 のダウンロード：音声ファイルをダウンロードできます。  

p.16   

・共有：ソーシャルメディアで記事を共有できます。p.16 

・記事の翻訳：記事を自動翻訳します。p.16 

 

 

■ 引用書式ツール（Citation Tools） 

論文などで記事を引用する際の書式を自動生成します。また、RefWorks などの文献管理ソフトへの

エクスポートができます。 

1. ボタンをクリックします。 

 
2. 別ウィンドウが開くので、引用書式と外部ソフトを選択してください。 

書式：引用書式をダウンロードして保存する 
 MLA（現代言語学会の定める引用書式） 
 APA（アメリカ心理学会の定める引用書式） 
 Chicago （シカゴ大学出版会の定める引用書式） 
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3. エクスポート：外部ソフトにエクスポートします。 
 

4. ダウンロードして保存する場合はダウンロードボタンを、外部ソフトにエクスポートする場

合は外部ソフトの名前が記載されているボタンをクリックして下さい。 
 

■電子メール（E-mail） 

1.  記事の表示画面で、 ボタンをクリックします。 

2. 別ウィンドウが開くので、各項目を選択してください。 
・ 送信先（Mail to）*必須 

複数のアドレスに送る場合はセミコロン（;）で区切ってください。 

・ 送信者の電子メールアドレス（Sender e-mail） 

・ 件名（Subject line） 

・ メッセージ（Message） 

・ 電子メール形式（E-mail format）：HTML・テキスト形式  

・ コンテンツオプション（Content options） ····  

：全文（可能な場合） 

：書誌情報（文書へのリンク） 

：PDF（添付ファイルとして） 

・ 文献書誌情報の形式（Bibliographic citation format ） 

：MLA 形式・APA 形式 

3. 「送信（Send）」ボタンをクリックして送信します。 

 

■ 記事のダウンロード（Download） 

1. 記事の表示画面で、 ボタンをクリックします。 

2. 別ウィンドウが開くので、ダウンロード形式を選択してください。 
 収録記事によってダウンロードできるフォーマットが異なります。 

3.「Download」をクリックして、保存場所を指定してください。 
 

■ 記事の印刷（Print） 

1. 記事の表示画面で、 ボタンをクリックします。 

2. 別ウィンドウが開き、印刷しやすい形式にフォーマットされた記事が表示されるので、 

ブラウザの印刷機能を使って印刷してください。 
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■ ハイライト表示とメモ（Highlights and Notes） 

 
フルテキスト本文にカーソルを合わせテキストを選択すると、ハイライト表示またはメモを記録す

ることができます。 

ハイライト表示： 

気に入ったテキストにハイライトで色づけします。カラーは

6色から選択することができます。 

 

 

メモ： 

任意のメモを記録します。 

 

 

 

記録したハイライト表示とメモは、画面上部右側の「その他（More）」から「ハイライト表示とメ

モ」を選択し、一覧から確認することができます。（p.13 参照） 
 

■ 引用書式を生成する（Save） 
気に入った記事を最大 50 件まで随時マークしておき、あとでまとめて閲覧・印刷・ダウンロード

等することができます※。 

1. 気に入った記事の表示画面で、  ボタンをクリックします。 

2. 画面上部のその他（More）クリックすると表示される個人フォルダ―（My Folder） ボタンを

クリックすると、マークした記事の一覧を表示できます。 
※ データベースからログアウトすると、マークした情報は失われてしまいます。ログアウト後も

マーク一覧を保持したい場合は、画面右上の Bookmark（p.18 参照）を併用してください。 
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■ MP3 をダインロードする（Download MP3） 

1. 表示画面で ボタンをクリックします。 

2. 下記のようなダイアログのいずれかが表示されるので、「OK」または「ファイルをダウンロー

ドする」をクリックし、MP3 形式のファイルをダウンロードします。 

 
3. 保存したファイルは、パソコンのメディアプレーヤー（Windows Media Player など）で再生し

たり、携帯 MP3 プレーヤー（iPod など）にダウンロードしたりして、再生することができます。 
 

※ 読み上げ機能を利用するためには、パソコンで音声の再生が可能になっている必要があります。 

※ コンピュータによる自動読み上げのため、100%正確なものではありません。あらかじめご了承ください。 

 

■ 共有（Share） 

1. 表示画面で ボタンをクリックすると、ソーシャルやメールなど、様々な共有

媒体が表示されます。 

2. 希望の共有媒体をクリックすると、別ウィンドウが開き共有媒体の画面に移行します。

媒体の共有方法に従い操作してください。 

 

■ 記事の翻訳（Translate） 

1. 記事の表示画面で、 のプルダウンメニューより、翻訳したい言語を選択しま

す。言語を選択すると、自動翻訳ソフトによって生成された記事の翻訳文が表示されます。 
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翻訳文は自動翻訳ソフトによって生成されたもので、正確な翻訳ではありません。 

 

その他の機能 

■ 記事の読み上げ 
記事の表示画面で、 ボタンをクリックすると、音声読み上げメニューが表示されます。 

 

    各種設定変更 

    MP3 ダウンロード 

 

 

 

・読み上げ機能では読み上げている文章と単語をハイライ 

トします。各種設定ボタンでは、このハイライト等の設 

定を変更することが出来ます。 

 

・音声読み上げ機能は翻訳された文章にも対応しています。 

 

 

※ 読み上げ機能を利用するためには、パソコンで音声の再生が可能になっている必要があります。 

※ コンピュータによる自動読み上げのため、100%正確なものではありません。あらかじめご了承ください。 

■ 利用中の URL を保存する（Bookmark） 
1. ブックマークしたい記事の画面で画面右上の「ブックマーク」をクリックします。 

 

再 生 一時停止 停 止 音 量 
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2. URL が表示されたダイアログが表示され、URL をコピーしたり電子メールで送信したりでき

ます。 

 

 
 

＜PDF＞ 

HTML 画面の「ダウンロード PDF（Download PDF）」をクリックすると、ブラウザのダウンロー

ド機能がスタートし、端末に画像形式の PDF ファイルをダウンロードします。 

 

 

■ 視覚化ツール（用語の刊行頻度・トピック検索） 
Gale Literary Sources では用語の刊行頻度グラフとトピック検索をご利用いただけます。 
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1．用語の刊行頻度（Term Frequency） 

 
特定の単語について、収録資料の本文に出現する頻度を折れ線グラフにより時系列に示します。

Gale Literary Sources は主として作家の伝記や作品批評を収録しているため、特定の作家に関する研

究トレンドや、特定の概念がいつ頃使われるようになったかを探るのに便利な機能です。マウスの

ポインターを折れ線グラフの点の部分に持って行くと、上の図にある通り、当該年（例では 2002
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年）において、当該キーワード（例では Fitzgerald）を本文にもつ資料総数（例では 691 件）が枠に

囲まれて表示されます。折れ線グラフの点をクリックすると、691 件を検索結果とする検索表示画

面が現れます。これは、詳細検索画面で検索範囲に”を検索結果とする検索表示画面が現を選び、

年代を 2002 年に限定して検索した場合と同じ検索結果を導きます。 

 

2． トピック検索（Topic Finder） 

検索結果の本文の中で使われている頻度の高い用語を抽出し、円グラフに表示する機能です。こ

のツールでは、検索結果の上位に含まれるタイトル、主題、および最初の約 100 語を抽出して、ア

ルゴリズムにフィードします。グラフィックに表示されるキーワードは、検索用語を含むテキスト

内で出現頻度が高い語句を表します。たとえば、“イリノイ”のトピックには、“シカゴ”などの予

想可能な関連項目以外にも、意外に思われる“水”、“スティール”などの一般的な関連項目や、イ

リノイ州に関する文書内で出現頻度が高い人物の名前などが含まれることがあります。以下にご紹

介する例は、詳細検索画面で検索範囲に”Keyword”を、検索語に”Fitzgerald, Francis Scott, Key”

を選び、「フルテキストのみ（documents with full text）」に絞込みをした上で検索した結果です。 

 
 

検索結果の上位に含まれるタイトル、主題、および最初の約 100 語のうち、最も頻度の高いトピ

ックが内側の円に表示されます。使用頻度の高さの順に、赤色→緑色で表示されます。（この場合、

赤色の”Great Gatsby”が最も頻度が高く、緑色の”Eyes”の頻度が低い）さらに、各トピックに関連す

るキーワードがサブトピックとして外側の円に表示されます。 

トピックをクリックすると、元の検索結果を絞り込んで、そのトピックの主題や用語を含む文書

を検索できます。画面右側に表示された検索結果のタイトルをクリックすると、該当文献のフルテ

キスト閲覧画面に移動します。 
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また、トピック検索には上述のホイール型のビューオプションに加え、タイル型のオプションがあ

り、違った角度からトピック検索を分析することができます。タイル側のビューオプションを選択

するにはトピック検索画面の「視覚化」から、「タイル」をクリックします。トピックは使用頻度

の高さの順に、赤色→緑色で表示され、またその頻度の高さに応じたクラスターの大きさで表示さ

れます。各トピックをクリックすると、関連するサブトピックが、各サブトピックの頻度の高さに

応じたクラスターの大きさで表示されます。 

 

■Gale レファレンス書籍総索引検索（Gale Literary Index） 
1. 画面上部の Gale Literary Index をクリックします。 

 
2. “Author Search”をクリックし、調べたい著者名を入力し、”Search”をクリックします。（複数該

当者がいる場合は、リストアップされるので、探したい人名をクリックします。） 
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3. 下記のように検索した作家が収録されている Cengage-Gale 社の叢書と巻号がリストアップされ

ます。 

 

4. スクロールすると作家の作品が取り上げられている叢書と巻号もリストアップされています。 

 
■ その他の機能（More） 
画面上部のその他(More)をクリックすると、その他の機能が表示されます。 

 
◆ ヘルプ（Help） 

データベースを使用する際に役立つヒントが英文で表示されます。 

◆ 文学事典・英英辞典機能（Dictionary） 

文学百科事典『Merriam-Webster's Encyclopedia of Literature』または英英辞典『Merriam-Webster's 

Collegiate Dictionary』に単語または最初の文字を入力して単語を検索することができます。 
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◆ タイトルリスト（Title List） 

Gale データベースのタイトルリストをダウンロードするページに移動します。ファイルは KBART

準拠のフォーマットのほか、様々な形式（XLS, XLSX, HTML, CSV, XML）でダウンロードするこ

とができます。 

◆ 検索履歴（Search History） 

画面右上の Search History をクリックすると別ウィンドウが開き、検索履歴を閲覧できます。 

検索式をクリックすると再び同じ検索を行うことができます。「Revise」をクリックすると検索条件

を修正できます。検索履歴を検索条件として使うこともできます（詳細検索 p. 5 参照）。 

 
※ データベースからログアウトすると、検索履歴は失われます。ログアウト後も検索条件を保存

するには Bookmark を利用してください。 

◆ ハイライト表示とメモ（Highlights and Notes） 

記録したハイライト表示とメモ（p.5 参照）が一覧で表示され、メモの追加や編集をすることがで

きます。 

※ データベースからログアウトすると、ハイライト表示とメモは失われます。 

◆ 個人フォルダ 

保存した記事（p.15 参照）の一覧が表示されます。 

 

■検索語の入力方法（Search Tips） 

検索語を入力する際の注意事項やコツを解説します。 

◆ 大文字・小文字 

大文字と小文字は区別されません。 

◆ 引用符 

フレーズ（句）を検索するには引用符で囲みます。例：”annual report” 

また、論理演算子を単語として検索したいときも囲みます。例：”war and peace” 

◆ 任意文字記号（ワイルドカード） 
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以下のワイルドカードを使用できます： 

*（アステリスク）…任意の文字。例：japan* ⇒ Japan, Japanese, Japanology 

?（疑問符）…任意の１文字。例：defen?e ⇒ defence, defense 

!（感嘆符）…任意の１文字または文字なし。例：colo!r ⇒ color, colour 

◆ ２単語間の距離指定 

△ Wn n（n は数字）…△の後 n 語以内に□が登場する 

 例：american W3 music ⇒ American music, American popular music, American new wave music 

△ Nn n（n は数字）…△の前後 n 語以内に□が登場する 

 例：world W3 news ⇒ world news, news of the world 

◆ 論理演算子・入れ子検索 

AND, OR, NOT の演算子を使用できます。２種類以上の演算子が使用されている場合、NOT, 

AND, OR の順に適用されます。括弧（）を使用することで、適用順序を調整できます。 

例：race OR color AND skin ⇒ race が含まれる、または color と skin が両方含まれる 

例：(race OR color) AND skin ⇒ race と color のどちらかと skin が両方含まれる 

◆ 検索できない単語 

・「a」「and」「etc.」「in」「of」「on」「the」などの頻用される前置詞・冠詞などは検索語に入っ

ていても無視されます。（「and」「or」は論理演算子として認識されます。） 

・ハイフン「-」やピリオド「.」も無視されます。 

・ただし「e-mail」「gale.com」のように通常単語に含まれるものは使用できます。 

◆ アポストロフィ・＆記号 

アポストロフィ「'」やアンパサンド「＆」は検索されます。 

（後者は引用符で挟んだ方がよい結果が得られます。例：”AT&T”） 

 

※Gale Literacy Sources はモバイル・レスポンシブインターフェイスを使用しています。 

レスポンシブデザインはあらゆる端末のスクリーンサイズに対応しているため、アプリ等のダウン

ロードの必要はなしに自動的に最適化します。これにより、ユーザー自前の端末でも高機能な検索

ツールをご利用いただけます。 
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■Gale 書評索引データベース（Book Review Index Plus / BRIP） 
ゲールが提供する書評索引データベースは、何千もの出版物から 500 万円

を超える書評を収録し、63 万件以上の書評全文にリンクしている、包括的

な書評オンラインガイドです。 

 

 

2016 年 11 月現在、Book Review Index Plus(BRIP)は Gale Literary Sources(GLS)とは独立したデータ

ベースとして提供されています。以下のデータベース一覧でご契約いただいているデータベース一

覧が表示されますが、その中で表示される Book Review Index Plus をクリックします。（BRIP は GLS

と将来的に横断検索できるよる予定です。） 

 

■ ログイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ トップページ 
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